
  

志賀原子力発電所
配管設計の応力解析における不備への対応について

                                                                            平成20年4月30日
                                                                            北陸電力株式会社

　当社は、配管設計の応力解析における不備（計算機プログラムの不備）への対応
※１
と

して、志賀原子力発電所１，２号機について正しい計算機プログラムによる再計算結

果、根本的な原因と再発防止対策についてとりまとめ、本日、原子力安全・保安院、石

川県および志賀町等に報告しましたので、お知らせいたします｡

【再計算結果】

・正しいプログラムを使用して再計算を行った結果、１号機・２号機ともに発生する

応力は許容値を十分満足しており、構造強度および安全上の問題がなかったことを

確認した。

　

【根本的な原因】

[メーカ] ・プログラムを作成する際に、データ受け渡しの整合性(符号処理など)を確

認する具体的要領が不明確だった。

　　　　 ・規格の改正時に、プログラムへの影響評価・検討が不十分だった。　

　　　　 ・プログラムの検証(正しいかどうかの確認)時に、データ受け渡しの整合性

確認方法・結果に対する検討が不十分だった。

[当　社] ・入力データおよび出力結果は確認していたが、プログラムそのものの妥当

性に関しての確認、検証は実施していなかった。

【再発防止対策】

[メーカ] ・プログラムを作成する際に、データ受け渡しの整合性が確実に図られるよ

うチェックシートを作成、これを運用する等具体的要領を明確化する。

　　　　 ・「デザインレビュー会議(既設置)」で規格改正時にプログラムへの影響評

価・検討を十分に行う。

　　　　 ・上記会議で、データ受け渡しの整合性確保の観点から十分に検討を行う。

[当　社] ・プログラムのメーカでの検証・変更管理状況の記録の提出を求め、検証方

法・結果の妥当性を確認する。

　なお、２号機については、正しい計算機プログラムによる応力解析結果を4月10日に原

子力安全・保安院および関係自治体にお知らせしています。（同日お知らせ済み）



添付資料：「志賀原子力発電所 配管設計の応力解析における不備への対応」

※１ 原子力安全・保安院からの指示（4月10日付）

①誤りがあった計算機プログラムを使用して応力解析を行った配管分岐部に対して、修正

した計算機プログラムを使用して応力解析を実施し、その結果を４月30日までに報告

②今回配管設計の応力解析に不備が生じたことの根本的な原因を究明し、その再発防止対

策についても、併せて報告

以　上

 



 
志賀原子力発電所 配管設計の応力解析における不備への対応 

添付資料 
 

１．経 緯 
 平成 20 年３月 27 日の原子力安全・保安院の審議会で、東京電力柏崎刈羽原子力発電所７

号機における配管応力解析結果が原子力安全基盤機構のチェック結果と異なっていた。 

 志賀原子力発電所について調査した結果、解析を行ったメーカの計算機プログラムに不備

があり、配管の分岐部の応力解析結果が誤っていることを確認した。また、他のプログラム

に不備がないかを確認したところ、不備のあったサブプログラムと同一のサブプログラムを

使用しているプログラム１件を確認した。 

 

 

 

 

■ 不備の内容 
配管応力解析プログラムは、２つのメインプログラムと２つのサブプログラムで構成さ

れている。不備のあった２件のプログラムは、メインプログラム間のデータ受け渡しを行

うオリジナル(メーカが作成)のサブプログラムＣにおいて、配管分岐部の応力を計算する

場合のモーメント（物体を回転させようとする力）の符号の処理が誤っていたため、誤っ

た応力解析結果が出力された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 

２．修正した計算機プログラムによる再計算の結果 
 今回不備のあったプログラムを使用した配管分岐部の応力解析について、正しいプログラ

ムを使用して再計算を行った。 

 その結果、符号処理の誤りによる影響は小さく、発生する応力が許容値を十分満足してお

り、構造強度に問題がなく、安全上の問題もないことを確認した。（別紙） 

 
３．不備が発生した根本的な原因 
(1) メーカにおける原因 

①オリジナルプログラムを作成する際に、データ受け渡し(インターフェイス)の整合性（符

号をそのまま使うか反転処理するかなど）を確認する具体的要領が不明確だった。 

②規格(符号処理のルール記載)の改正時に、プログラムへの影響評価・検討が不十分だった。 

③プログラムの検証(正しいかどうかの確認)時に、インターフェイスの整合性確認方法・結

果に対する検討が不十分だった。 

(2) 当社における原因 

①当社では入力データに誤りがないこと、出力結果が基準値を満足していることを確認して

いたが、当該プログラムは十分な使用実績があり、適正であると判断していたことから、

プログラムそのものの妥当性に関しての確認、検証は実施していなかった。このため、プ

ログラム内のデータ受け渡しで発生した今回の誤りを発見できなかった。 

 
 
４．再発防止対策 

(1) メーカにおける再発防止対策 

①計算機プログラムを作成する際に、インターフェイス整合性が確実に図られるようにする

ためのチェックシートを作成、これを運用する等具体的要領を明確化し、規則に明記した。 

②デザインレビュー会議（既設置）で規格改正時にプログラムへの影響評価・検討を十分に

行う。 

③上記の会議で、インターフェイスの整合性確認方法・結果について十分な検討を行う。 

(2) 当社における再発防止対策 

①今後、当社は、原子炉設置許可、工事計画認可に係る解析業務で使用する計算機プログラ

ムについて、メーカでの検証・変更管理状況(検証方法・評価に関する記録)の提出を求め、

プログラム検証方法・結果の妥当性の確認を行うこととし、規則に明記した。 

 
５．他の計算機プログラムに対する調査結果 

志賀原子力発電所で当該メーカが原子炉設置許可、工事計画認可で使用している計算機プ

ログラム全 48 件（オリジナル 37 件、汎用 11 件）について調査を行った。 

不備があったのは、今回不備があったのと同一のサブプログラムを使用した１件のみであ

った。 

その他のオリジナルプログラム 36 件は適切に検証されており、不備がないことを確認した。

汎用プログラム11件は、十分な使用実績があり信頼性が高いことから妥当と判断し、確認の

対象外とした。 

 

以 上 

原子力発電所の安全上重要な配管の設計では、応力（圧力、地震荷重、自重などによって配管に発生
する力）が許容値以下であることを確認している。この応力の計算に使用している計算機プログラム
を「配管応力解析プログラム」という。 

配管応力解析プログラム 概要図 
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■志賀１号機 

ａ．工事計画認可申請書 添付書類 (*) 

発生応力［ＭＰａ］ 
評価対象設備 

従来の評価値 再評価値 

許容応力 

［ＭＰａ］ 

主蒸気系配管 １８４ １８８ ３７４ 

原子炉冷却材再循環系配管 １１４ １１６ ２６０ 

残留熱除去系配管  ６６  ６５ １５４ 

高圧炉心スプレイ系配管  ２１  ５５ １５０ 

低圧炉心スプレイ系配管  ２８  ２８ １５０ 

給水系配管  ８３ １０６ ３７４ 

* 確認を行った配管のうち各系統での発生応力／許容応力が最も大きいものを記載 

 

ｂ．能登半島地震を踏まえた耐震安全性確認結果 

発生応力［ＭＰａ］ 
評価対象設備 基準地震動 

従来の評価値 再評価値 

許容応力 

［ＭＰａ］ 

Ｓ1 １９０ １９９ ２７４ 
主蒸気系配管 

Ｓ2 ２４６ ２５４ ３６６ 

Ｓ1 １３１ １３１ ２７４ 原子炉冷却材

再循環系配管 Ｓ2 １５１ １５１ ３６６ 

Ｓ1  ７７ １０５ ２７４ 
給水系配管 

Ｓ2  ７５ １０６ ３６６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■志賀２号機 

ａ．工事計画認可申請書 添付書類 (*) 

発生応力［ＭＰａ］ 
評価対象設備 

従来の評価値 再評価値 

許容応力 

［ＭＰａ］ 

主蒸気系配管 １１４ １２８ １８０ 

残留熱除去系配管  ７５  ９７ １５４ 

原子炉隔離時冷却系配管  ５５  ５５ １５４ 

高圧炉心注水系配管  ６４  ６６ １５４ 

復水給水系配管 １５２ １５５ ３７４ 

ほう酸水注入系配管  ９５  ９５ ２０８ 

可燃性ガス濃度制御系配管   ４  １７ １５４ 

不活性ガス系配管  ６１  ６４ １５０ 

* 確認を行った配管のうち各系統での発生応力／許容応力が最も大きいものを記載 

ｂ．能登半島地震を踏まえた耐震安全性確認結果 

発生応力［ＭＰａ］ 
評価対象設備 基準地震動

従来の評価値 再評価値 

許容応力 

［ＭＰａ］ 

主蒸気系配管 Ｓ2 ２２０ ２３６ ３７５ 

Ｓ1 １８０ １８０ ２０９ 残留熱除去系

配管 Ｓ2 ２１２ ２１２ ３６３ 

Ｓ1 １２５ １２５ １８２ 原子炉隔離時

冷却系配管 Ｓ2 １４８ １４８ ３６３ 

Ｓ1  ８４  ８４ １８８ 高圧炉心注水

系配管 Ｓ2 １０７ １０７ ４３１ 

Ｓ1 １５１ １５１ １８２ 復水給水系 

配管 Ｓ2 １６２ １６２ ３６３ 

Ｓ1 １１７ １１７ １８８ ほう酸水注入

系配管 Ｓ2 １２６ １２６ ２０９ 

ｃ．「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う耐震安全性 

評価結果 中間報告書 

発生応力［ＭＰａ］ 
評価対象設備 基準地震動

従来の評価値 再評価値 

許容応力 

［ＭＰａ］ 

Ｓｓ－１ ２９３ ２９４ 

Ｓｓ－２ ２６５ ２６６ 
主蒸気系 

配管 
Ｓｓ－３ ２７０ ２７２ 

３７４ 

 

志賀原子力発電所 配管設計の応力解析における不備 
修正したプログラムによる再計算の結果 

別 紙




























